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ラモント∴ドハテイ地質研究所(その2)

その研究環撞と将来の問題

名取博夫(燃料部)

地質ニュｰス第277号ではラモント･ドハティ地質研究

所(Lamon←DohertyGeo1og1ca1Obesrvatory,Co1umb1a

Uniマersity)の概況および研究課題と施設の1部(海

洋地質学自然地震学海洋地球物理学海洋地震学

重力の研究海洋磁気学)について紹介した.今回は

残る諸分野の研究と施設および研究環境と将来の問題

について探ってみたい.

7)古地磁気の研究

ラモント･ドノ･ティ地質研究所における古地磁気(Pa-

1eomagnetism)の研究は広範囲にわたりこの分野をほ

図24コロンビア大学本部(MomingsideCa皿pusニュｰヨｰク市

マンノ･ヅタン)中央部に位慶する図書館(LowMe皿｡τia1Li-

b附y)

どんど網羅している.重要な研究課題の1つは新生代

の海成および陸成堆積物の古地磁気層位に関する研究で

ある.これまでの研究で過去500万年間の地磁気の

反転系列がよく解明され編年･体系化された.古地

磁気層位は古気候や地球の進化吏の研究に年代尺度と

して有用であり広く応用されている.古地磁気層位

についての目下の課題は体系化を前期中新統に進めるこ

とである.

観測記録のない過去や地質時代の磁場の移動および

極性転位期間中の磁場の動き放とを含む地球磁場の基本

的な挙動についても堆積物中に残された化石磁気の研

究によって解明されつつある.

岩石磁気は局地的放回転運動や並進運動から広域的

なプレｰト運動までを含む地殻の構造運動の解明に応用

されている.火成岩および堆積岩の磁気特性に関する

研究もいくつか進行中である.

古地磁気研究室にはこれらの研究に必要な機器が完

備し整備もよく行き届いている.主要な機器はコ

ンピュｰタｰと連動した2台の低速フラクスケｰト磁力

計を含む5台の高感度磁力計交流消磁装置反射鉱石

図25ラモント･ドノ･ティ地質研究所の調査船Vema号.かつては3本マストのスクナ

ｰ船だったかユ953年以来海洋調査船として使用されるようになりすでに160万

キロメｰトル以上の航海を行なっている

図26ラモント･ドハティ地質研究所の調査船

RobertD.Conrad号.1962年以来

米国海軍から貸与されている�
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顕微鏡キュリｰ･バランス熱消磁装置などである.

8)地熱の研究

この研究所における地熱の研究(Geothema1studies)

は地球内部の熱組織および熱組織とプレｰト･テク

トニックスとの関係に関するテｰマに集中している.

したがってこの分野の研究は地球内部から地表に流

れ出る熱流量(heat丑｡w)の測定作業を必要とするも

のが多い.大洋底の熱流量測定はこの研究所による

主要抵観測計画の1つであり調査船Ve皿a号(図25)

およびRobe･tD･Con･ad号(図26)の航海を通じて

実施されている.この計画の中には深層水および底

質中の時空的温度構造に関する研究も含まれている.

地球構成物質の熱特性についての研究も重要であり主

として実験的に行なわれている.

この地熱グルｰプはまたアポロ計画による月面の熱

流量の測定計画を担当している.月面の温度測定は

アポロ15号および17号によって定置された測定器によっ

て行なわれ深度1.5メｰトルの土中の温度が5年以上

にわたって測定され続けている.これらのデｰタは

月の内部の温度構造の研究に供されている.月の研究

計画の中には表土と表層の性質や月面の無極超短波

放射についての研究も含まれている.

大学院生の学位論文向けの研究課題としては他の地

球物理学的恋デｰタをも加味した熱流量に関する地域的

な研究および海洋地殻とリゾスェアの熱組織の研究な

どが奨励されている.

て細部にわたって行なわれるようになった.ラモン

ト･ドハティ地質研究所における物理海洋学(Physica1

Oceanography)グルｰプの研究の重点は深層水深

層水と表層水の境界および海氷の研究をも含めた極海

などに置かれ地球的規模の観測活動が行恋われている.

最近では大陸棚上の水質に関する研究も増え特に

人聞活動の影響を強く受ける米国東方の中部大西洋陸棚

域についての研究が目立って来た.

調査船上においては海水塩分濃度温度深度など

が水面から海底まで連続的に測定されコンピュｰ

タｰ処理のためディジタルの磁気テｰプに記録される.

同時に海水試料カミ深度別に採集され核爆発によって

生じた人工同位元素を含む海水と含ま恋い天然海水と

に分類され表層水と深層水塊の交替や水塊の滞溜時

間についての研究に供される.人工的なトレｰサｰと

して生物染料を放流し染色された海洋生物を追跡して

海面および表層水の拡散速度を研究する大掛りた実験も

行なわれる･このような観測に加えて水塊の成層

海水の循環波海流潮汐などに関する研究がこの

研究グルｰプのノレｰチンとして行祖われている.

深海堆積作用は物理海洋学的に重要狂意味をもってい

ることから深海堆積作用に関連する底層水底部の動力

学的研究が大学院生の研究テｰマとして奨励されてい

る.その研究のためのテクニックとしては温度･塩

分･酸素･放射性ラドン･濁度･特定物質の濃集の測定

海底面の写真撮影測定値に表われる時間的変遷の解析

枚とが挙げられている.

9)物理海津学

海洋の循環や大洋水の混合に関する研究は放射性同

位体法抵とを含む近代的和物理化学海洋学的方法によっ

10)化学海津学陸水学河口･沿岸水の研究

ラモント･ドハティ地質研究所における海水および陸

水の化学的研究は水中に溶けている有機･無機物質の

複雑な輪廻を同位元素元素および分子などのレベル

で解明しようとする方向に進んでいる.その輪廻は

水中に取り込まれた物質の供給源あるいは取り込まれ方

水中における物質の挙動および堆積物中への組み入れ

の3段階に区分できる.現世の水中で解明された地球

化学的･生物学的輪廻は過去に演緯されその系の中

で起きた環境の変遷を説明するのに応用される.海水

や堆積物中の化学成分の変化と気候変動および構造運

動との関係についても研究されている.

～極地研究

補地研究(Po1鮒Studies)グノレｰプは北極圏および南

極鰯における海洋地球物理学的地質学的問題について

研究している｡海氷強い磁気活動気候変動などが

極地方に特有な研究課題であり海洋学地球物理学

図27ラモント･ド!･ティ地質研究所の海洋学棟�
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方気候学などの分野の研究者によって取り上げられてい

る･北極海では海氷上のいくつかの観測点において

継続的に観測カミ行なわれており海底地形水中音響

堆積作用地磁気波潮汐海洋循環などに関する多

くの薪事実が明らかにされて来た.過去の気候変動に

関する研究は深海コア中の微化石を使って活発に進め

られているが北極圏の水もまた太陽熱の吸収量に応

じてデリケｰトに変化しそれを記録しているので気

候変動の研究に重要な材料を提供する.

この研究所は北極圏における大気氷水の相互作

用について研究する国際研究協力プロジェクト:北極氷

の動力学的協同実験(ArcticIceDynamicsJo1ntExpe-

riment)に参加し漂流観測点上での協同観測を行なっ

てレ･る.

調査船Vema号はしばしば外国の調査船との協同

で南極海の調査を活発に行なって来た.その調査の

主な目的の1つは南極大陸の氷河吏を周辺の深海堆

積物の分析によって解明しようとするものである.

南極大陸と南アメリカ大陸との関係およびスコチア

島弧の進化などを明らかにするため南極半島とその沖

合の島々の地質調査が大学院生の参加によって実施

されている.この研究は米国科学財団の調査船Hero

号およびアノレゼンチンチリ英国などの研究者との

協同で進められており構造地質学層位学岩石学

古地磁気海洋物理学などの専門家が参加している.

12)層位学および構造地質学

これらの分野では造山運動と大洋底テクトニックス

との関係および現世の造構活動の研究を基に古い造

山帯の運動や起源を明らかにすることに重点がおかれて

v･る.

現在進行中および計画中の研究にはアンデス最南

端南極アンデスおよびスコチア島弧の地質構造と進

化の研究;ニュｰジｰランドのアルプス断層帯に沿った

微小地震活動の測定室内実験および新･旧両断層の

破砕帯に関する野外調査を含んだ断層機構の研究;カリ

フォルニア州シェラネバダ地域における古生代および中

生代のもぐり込み･縫合帯(subduct1on/suturezones)

の構造進化の研究;先カンブリア代における限石衝突跡

と見られるオンタリオのSudbury盆地の起源と変形の

研究;北東ニュｰ･ファウンドランドのオルドビス紀お

よびデボン紀のテクトニックスの研究などがある出

現象の研究カミ行なわれている.空中波動の伝播を実験

的に研究するための高感度微気圧計がこの研究所で開

発された.空中波動の観測記録は地球上に広く分布

する単体観測器による観測所や研究所の近くに設置さ

れた複数の測定器からなる5～6か所の観測基地網から

集められる(図2930).後者の記録は研究所に直接電

送されるように放っており比較的低速の内部重力波と

infraSOniC波(可聴周波数以下の音波)とを含んでいる.

Infrasonic波はまた純粋の音響波と音響一重力波と

に分けられる.これらの波動の挙動を大気の構造的

な変動によって説明する有力な理論がこの研究所で確立

された.大型コンピュｰタｰはこの分野の理論的な解

析に重要祖役割を果している.

13)大気および宇宙科学

ラモント･ドノ･ティ地質研究所においては大気中の

波動の伝播に関する研究および空気･地球･水の界面

上層の大気の構造は自然または人工音源から発振さ

れるinfrasonic波を使って探査される.発振された

infrasonic波は地上に設置されたり人工衛星に搭載さ

れた磁気および静電感知器によって受振され解析され

る.

電離層は高周波無線送信機と受信機を組み合わせた探

査装置を使って研究される.電離層の動きは電離層で

反射した電波に表われるドップラｰ効果を調べることに

よってとらえられる.以上のよう祖観測デｰタは全

てアナログまたはディジタルの磁気テｰプに記録され

保存されている.

気候変動に関する研究は海洋学古生物学地磁気

地質年代学など多くの分野において取り上げられこの

研究所の主要なプロジェクトの1つである.大気の分

野においても地球上の熱収支に基づく熱力学的モデノレ

を作成し表面温度分布を理論的に求め気候変動を明

らかにする研究が行なわれている.

図28ラモント･ドノ･ティ地質研究所の地球科学棟�
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図31ラモント･ドハティ地質研究所の地球化学棟

宇宙科学に関する研究は航空宇宙局のGOdda･d宇

宙飛行センタｰに属する理論研究所の1つ宇宙研究所

(Institu雀eforSpaceStud1es:ニュｰヨｰク市マン

ハッタンのコロンビア大学本部の近くにある)への協力

の形で行狂われている.この宇宙研究所においては

地球科学と天文学のうちで物理学と地質学とに関連深

い分野の理論的な研究が行なわれている.例えば惑

星大気の輻射･対流･動力学的過程雲の物理と動力学

地球の大気の循環気象衛星デｰタの解釈星の構造と

進化太陽系の起源と発展天体物理法とである.

14)地球化学

この分野では地球の研究のための化学的方法と同位

体方法の開発および地質学への応用に関する研究が行

なわれている.地球化学研究室(図31)には同位体

の研究に必要た近代的た機器が数多く備えられている.

主なものは同位体比の厳密な分析に供せられる5台の質

量分析計;大容量低レベノレ･ガスカウンタｰソリッド

ステｰト･アノレファ線スペクトロメｰタｰ低レベル･

べ一タｰ線カウンタｰ狂どのカウンタｰ類;赤外線ガス

アナライザｰ分光光度計ガスクロマトグラフ原子

吸光エレクトロン･プロｰブ走査型電子顕微鏡X

線回折および螢光分析装置などである.

同位体研究のうちの主なものはウランｰ鉛法ウラ

ンｰヘリウム法ノレビジウムｰストロンチウム法などに

よる鉱物の年代決定と大陸の生長および構造運動吏へ

の床用研究;放射性炭素およびウランｰウラン法による

図29

カナダ東方の西部Lab蝸dorの嵐

によって発生した地表波と空中波.

1番上は地表の脈動(mic■oseisms)

下の3つはin缶asonic波(可聴周

波数以下の音波).いずれも研究

所構内およびその周辺の観測基地に

おいて同時に受振されたもの

(W.L.D0NN1974より)
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図30

フロリダ州ケｰプ･カナベラルから打ち上げら

れたロケットの発射音(inf閉sonic)を1,500

量m離れたニュｰヨｰク州パリサｰデスの大気

科学研究室において受振した記録.上:1967

年11月5目に打ち上げられたアトラス中:

1967年11月9目に打ち上げられたサタｰン5号

下:1968年1月22目に打ち上げられたサタｰン

1号(W.L,D0NN1974よ四)�
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過去数100万年間の編年と気候変動への応用研究;希

土類元素の存在度および鉛とストロンチウムの同位体

構成に基づく火山流体の起源に関する研究;炭素と酸素

の同位体構成に基づく古環境の研究祖とである.

15)岩石学

この分野のグノレｰプは火山岩および深成岩の特徴お

よび起源に関する広範な研究を行なっている.研究用

の設備としては微量成分分析用の螢光X線分析装置お

よび原子吸光主成分用の原子吸光希土類ストロン

チウムおよび鉛の同位体用の質量分析計電子顕微鏡

鉱物相研究用のX線回折装置などがある.

現在進行中の研究には海洋島弧および山系域の岩

石を対象としたものが多くアリュｰシャン列島テリ

ｰパタゴニア･アンデス海洋島喚荏どでこの研究所

によって実施されている研究プロジェクトに関連したテ

ｰマが多い.

深海掘削プロジェクトによって大津底から採集され

た岩石の岩石学的研究は海洋地殻の解明に主要狂役割

を演じて来た.これまでの成果で最も強調されるこ

との1つは海洋地殻の岩石学的観察結果がプレｰト･

テクトニックスの理論によく調和していることである.

この研究所においては月の岩石と陶石の研究も行な

われており月面の雨の海(MareImb･ium)の岩石学

的進化および安山岩質アコンドライト(無球穎明石)

の進化などに重点が置かれている.

16)生物海洋学

生物海洋学(Bio1og1ca1Oceanography)的な研究は

その広さにおいても深さにおいても初期的な段階に

あり研究課題は無限に存在するといえる.

ラモント･ドハテイ地質研究所のこの分野の研究は

ニュｰヨｰク市立大学の海洋学関係者との連携で行なわ

れることが多い.

現在進行中の研究は次のよう放ものである:入江や沿

岸環境†における食物連鎖の生態学的研究;海洋バクテ

リア藻類原生動物類いくつかの浮遊性下等無脊権

動物などにおける微細構造と生化学的荏研究;深海底に

おける底生動物の採集とその研究;底質の微生物学およ

び化学的研究.

生物海洋学研究室(図32)の主要な設備は微小な海

洋生物を飼育する従めの定温明室および暗室;殺菌装置

天火鍍艀化器その他標準機器類;超遠心分離器帯

別趨遠心分離器;透過型電子顕微鏡走査型電子顕微鏡

(図33)X線顕微鏡;紫外線可視光線赤外線分光

光度計;分別装置同位体計数機器X線回折カメラ;

海洋植物および動物の生理学的および生化学的技研究

のための器具類などである.

17)テクトノフィジックス

ラモント･ドハティ地質研究所のテクトノフィシック

ス(Tectonophysics)のグノレｰプはさまざまな構造現

象を引き起こす岩石中の物理過程について実験的に研究

している.研究の多くは地震学や構造地質学など

他分野の研究者と密接な連携の下に行法われる.

岩石力学研究室(RockMechanicLaboratory)にお

いては地震発生機構の物理的な研究が行なわれており

地殻およびマントノレ最上部の温度･圧力条件下で岩石

破壊や変形の実験を行なうためのさまざまな機器が備え

られている.

鉱物物理研究室(Minera1PhysicsLaboratory)にお

いては一定の圧力と温度条件下における岩石および造

岩鉱物の弾性粋性に関する研究がさまざまな技術を用

いて行なわれている.この研究室には弾性特性の実

験に直接関係する機器の他に透過型電子顕微鏡走査型

電予顕微鏡イオン衝撃による電子顕微鏡用薄膜試料作

図32ラモント･ドハティ地質研究所の地盤学･海津生物学僕

図33海洋生物学研究室のケンブリッジ(Cambridge)走査型電子顕

微鏡.オペレｰタｰは斉藤研究室のMi昌sD朋BEEGER

深海:1アから摘出された浮遊性有孔虫化石の写真撮影が行なわれ

ている�
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図34コア研究棟にあった斉藤研究室とそのスタッフ.ここでは深海コ

ア中に含まれる浮遊性有孔虫{ヒ石が研究されていた･石より斉藤

常正主任研究員(現山形大学)MissJ0ANNEScI畑ILL0(助手)

Mr.PET囲丁亘｡Mps0N(助手)およびMissDEEBRE鯛R

(製図電子顕微鏡操作).ほかにMrs.RUsTYL0TTI(秘書･

タイピスト)がいた

成装置光学顕微鏡類

でいる.

X線回折装置類などが備えられ

18)古気候学

古気候学(Pa1eoc1imato1ogy)の分野における主要な

研究目標は過去の気候変動の解明と成果の未来予測

への床用におかれている.

ラモント･ドハティ地質研究所は地球的規模の古気

候に関する研究活動の中で中心的な役割を果たして来

た1地質時代における気候変動は大洋底にゆっくり

と連続的に堆積した深海堆積物中に非常によく記録され

ている.したがってこの研究所のコア研究室(Co工e

Labo･at0･y)に所蔵されている全大洋から採集された

8,000本を越える深海コアは古気候の研究に比類のな

図35

CLIMAP計剛こよって明らかにされた

18000年前の最終主氷河期の8月の世界

海面温度(℃)氷の分布範囲氷河氷

の標高(m)および大陸の反射係数

(a1bedo)を示す

海面は現在より85㎜下っていた

A:雪および氷;反射係数40%以上

B:砂砂漠部分的に雪に覆われた地域

および雪に覆われた針葉樹林;反射

係数30～39%

C:黄土ステップおよび半砂漠;反射

係菱麦25～29%

D:サバンナおよび乾燥草原;反身廿係数

20～24%

E:森林および植物密生地;反射係数20

%以下(大部分15～18%)

F:氷の放い海洋および湖;反射係数10

%以下(McINTYR瓦他1976より)
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図36

CLIMAP諦鰍ζ加へ明…三〕か

にされ花王800⑰隼繭と現慾の轟

月の海面温膜謹

温度変化が遂℃以上の地蛾は虫

ばら漆点で示され氷σ泌い陸

蜘ま携匁点で示幻はいる.

大1鯉)縁妻㌶び氷の縁は格子

閥鰍う嫡度速曲および経度暮邊の折

れ線で示され忍苦太織愈大陸

の縁破線は鰻山㍑;氷の縁､斜

線は海氷の縁敦列火伏示す｡

大き汰点は工80⑪Q畔箭の繍I㈱

度を輯現するのに使われた賞ダ

の位置を示す

(McIN町胴他1976より)�
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い研究試料となりこの研究所の歴代の研究者や他大学

との協同で実施されているCLIMAP(C1imateLong-

rangeIn∀estigation,MapPing,andPredictionProgram

.気候長期研究図化予測計画)の関係者によって

活発に研究されて来た.

CLIMAP計画では有孔虫放散虫珪藻ナンノ

プランクトン花粉だと動･植物微化石雛の分析から

同位体分析にいたるさまざま狂技術が動員され過去の

気候変動が研究されている(図3536).得られた古気

候のデｰタは気温や気圧に関して数値化され過去の

地球上の大気循環を動力学的に再現するモデル化実験に

供される.

この研究所における古気候の研究の重点は過去100万

年間の主な氷河期と間氷期の気候変動に置かれているが

過去1万年間の小規模な変動や1億年以上にわたる広

範な気候変動の問題なども取り上げられている.

4研究環境

ラモント･ドハティ地質研究所はこの10数年間に急

速に進歩し世界のリｰダｰシップをとるに至ったアメ

リカの地球科学界の中でも常に第一線にあり指導的

な座を確保し続けて来た研究所でありその成功を支え

ている機構や研究環境は激しい研究競争に打ち勝つ研

究所のあり方として興味深いものがある.

この研究所は競争の原理を巧みに取り入れたアメリカ

ならではの機能本位の研究所でありその厳しさ故に

多くの人々はここを終身の職場とは考えていない.研

究者はこの研究所の優れた設備と環境とを十分に利用し

て研究の実積を積みやがては安定した職場へと転出

して行く.したがって職員の若がえりが滞ることな

く繰り返され研究所としての活力も保たれるというわ

けでこの研究所は終身雇用制度の定着した日本のよ

うな会社制度の下ではとうていまねのできたい猛烈在

研究所であるといえよう.

ラモント･ドノ･ティ地質研究所が一般の研究所や大学

と最も異なっている一削まいわゆ差)!欄かれた研究俸制"

が敷かれていることであろう.(二この機構は専門分野

別に分かれた5～6のグルｰプによって単純な形で編成

され研究者も三i三任研究員(SeniorResearchAssociate)

と研究員(ResearchAssoc1ate)とに格付けされている

だけで細かな職階制などは敷かれていたい.グノレｰ

ブ内の運営{)官僚的な図式の上で行なわれることはなく

個々の研究者による研究目標に沿った自由裁量の下に行

荏われる.外部や他の研究グルｰプとの研究交流も全

く自由に行なうことができる.

この研究所は職員給与や研究活動などに直接支出でき

る自己資金や経常的な収入をほとんど持っていない.

大部分の研究費はテｰマ毎に政府関係の基金や民間から

導入される研究補助金あるいは委託金によって賄われ

る.したがってラモント･ドハテイ地質研究所にお

いて1人前の研究者として研究活動をしようとすれば

先ず研究費を取得することから始める必要がある.

研究費の申請はこの研究所の属するコロンビア大学の

内規によって研究所の主任研究員があるいは学部の

助教授(AssocjateProfessor)以上の資格をもつ職員を

後見人に仰ぎ連名で行なわたければなら桂い.適当

な後見人を得て研究費を獲得しさえすればこの研究所

の研究員としての資格が与えられここで研究活動を行

なうことができる.

交付された研究費には大抵の場合人イ生費が含まれてお

り一旦コロンビア大学に納められ本人や助手の給与

管理･運営費などが天引きされ残り分が還元され研究

用に供される.

ここでは研究者はあえて学生に講叢を行なう必要は

なく管理･運営のための会議や委員会に引き出される

こともなく最新の設備盤當なデｰタと十分な人手を

得て研究に専念することができる.これ圭での研究

実績や世界中から集まっているそうそうたる顔ぶれは

これがいかに優れ魅力的な制度であるかをよく示して

いる.しかしながらそれが実はとほうもなく厳し

い制度であることもまた確かた磯=実である､

この制度の下では研究者は切れ目なく研究費を獲得

し続けることカミ要求される.取り落とすと研究員の

場合研究費の切れた時一焦で首になる.主任研究員の

場合は3年間コロンビア大学から給与だけは保証さ

れるものの活動費は支給されないので事実上研究は

停止せざるを得なくなる.この間に努力しできるだ

け早く次の研究費を取得するか大学の学者嗜の教職員や

企業などの安定した職場へと転出して行くのである.

研究者にとってこの研究所は例えてみれば手入れ

のいい近代的な設備と比類ない豊富なデｰタを備えた研

究用アパｰトであって研究職員は給与を毛､らう従業員

ではなく多額の家賃を払って住み込む店子と見立てる

ことができよう.

研究者の下で働く助手オペレｰタｰ秘書などにと

っても研究費の流れに応じて職場を変えなければなら

ないので厳しさにおいて研究者と全く変わりはなく

絶えず技術をみがき生活面でもより高い評価を得るよ

う努力することが要求される.

研究費の獲得はかつては比較的容易だったといわれ�
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でいるが昨今は非常に難しく高名な学者の中にも取

り落して途方に暮れる人が出るほど厳しくなって来て

いる.

このような情況に立ち至った原因については米国経

済の低迷研究者の増加評価制度の定着などいろい

ろと数え上げることはできるであろうが最も深刻で根

本的な原因は研究テｰマが発掘し尽されてしまい斬

新で説得力が強くしかも手軽に消化できるテｰマの設

定が困難に匁って来たということに尽きるように思われ

てならない.

5将来の問題

ラモント･ドハティ地質研究所の将来の研究課題は

社会問題とのかかわり合いの中で設定されるであろう

という点で大方の見解は一致している.この研究所で

は研究費の大部分を政府関係の基金に仰いでいるので

世論が直面している問題を避けて通っていては研究費

が取れ狂いからである､食料不足資源枯渇エネノレ

ギｰ危機環境汚染などは過去数年間に表面化した世

界的汝問題であるがこの研究所も好むと好まざると

にかかわらずこれらの問題を取り上げ地球的視野から

解決の道を探すよう期待されている.そのようなテｰ

マに対処するとき可能な限り基礎研究として行欣うべ

きであることが所内的に強調されている.社会的に

は基礎研究に対する理解が低く応用研究が強く要望

されしかも!～2年という短期間での性急な決瀞を求

められることが多い.

研究所長のTALwAN工教授は｢地球科学および海洋学

の多くの分野においては基礎研究こそ社会的な問題の

長期的な解決に重要であって基礎研究を放棄して安易

な応用研究に走ることは長い目で見て結局高いものに

つくだろう.自然現象の研究にはルｰチンの測定を

繰り返すことより画期的粗実験方法を考案して基礎

的･理論的に行なうことが重要であり能率的である｣

∵'
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前期白亜紀
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図37

2億年前の大西洋地域の古

地理(B囲GGR酬and

H0LLIsTER1974より)

図38

1億5000万年前の大西洋地

域における古地理と海流

(B鵬GGRENandH0L-

LISTER1974より)

図39

1億500万年前の大西洋地

域における古地理と海流

(B蛆GGRENandH0L-

LISTER1974より)

繁灘爪

HoLusTER1974より)L､�
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と述べている.

同教授はまだこの研究所で行なわれこれからも継

続されるであろういくつかの研究計画:小さ校湖や小川

における水の混合や拡散実験を通じて行なうことのでき

る海洋汚染伝播に関する研究実験室から生まれる地震

予知理論の研究深海底質コア中の微化石の研究が基に

なる気候変動の未来予測の研究大陸縁辺部の地質学的

研究などに例を引きなカミら基礎研究の重要性を訴え

将来のテｰマの設定について示唆している.

大陸縁辺部の地質学的研究はこの研究所で将来に

わたって最も強力に押し進められるであろう代表的な基

礎研究の1つであり学術的に重要な発見が予想される

ぱかりでなく社会的にも大きな利益が期待される研究

である.

大洋底拡大論によれぱかってヨｰロッパと北アメ

リカの両大陸はくっっいていて1つの超大陸(Pangea)

を挺していたが約2億年前に発生した地溝によって分

割され横に移動して2つの大陸に分かれた.分割初

期の頃この地溝は流入した海水によって満たされ

狭く長い堆積盆を放していた(図37).この堆積盆中で

は冠水と蒸発が繰り返され有機物に営んだ黒色頁岩

を挾んだ蒸発岩が堆積した.両大陸が更に離れると堆

積盆は広がり外海と完全に連続して海洋生物が繁栄し

熱帯地方の新大陸沿岸部にはサンゴ礁の形成が始まった

(図3839).サンゴ礁はその後の沈下に伴って大き

く成長し大量の炭酸塩岩が堆積した.現在このよ

うた堆積物は大陸棚外側の大陸斜面やその基部に位

置する大陸海膨(cont1nenta1r1se)などの深部に伏在し

1億年以上にわたって蓄積した堆積物によって厚く覆わ

れている･したがって大陸の分割初期の出来事につ

いてより詳しく知るにはこの厚い堆積物を貫くこと

のできる高度な探査技術を動員し柾ければ決らない.

大陸縁辺部の起源に関する研究は大陸縁辺の深海域

に未知の含油堆積盆が存在する可能性のあることを示

している.その堆積盆はすでに知られている含油堆

積盆の深海延長部ではなく陸上や浅海域の堆積盆から

は全く独立した堆積盆である.

図41珊代の大雨洋の海;底地形

この研究所のDLW･B･F･RY州によれば全世界の

既知埋蔵量の60%以上の石油はかつては深海(abyssa1

を含むものではなかろう)にあったが大陸移動に関連

した構造運動で上昇し大陸の1部に変った堆積盆に含

まれている.

アラビアｰイラン堆積盆(Arab1a阯IranBasin)は重

要なその1例でこの堆積盆は火山岩質の海洋地殻を

基盤としはるか遠くの大陸から運ばれて来た堆積物に

より充填されておりかってはテｰチス海(Tethyan

Sea)の深海縁部に位置していたものと判断される.

陸上における現在の位置は堆積後の大陸の衝突造山

および上昇の結果によるものである.したがってア

ラビアｰイラン堆積盆に類似した深海堆積盆を堆積後

の運動で上昇しなかった深海域に探すことが今後の研

究にとって重要な課題となるのである.

ヨｰロッパ大陸とアメリカ大陸が切り離されてすぐ

後にできた小さな海洋堆積盆は含油堆積盆として好ま

しい標的に怒るものと期待される.前述のようにそ

の堆積盆には有機物に富む黒色頁岩を挾んだ大量の岩

塩層から放る蒸発岩がありア

ラビアｰイラン堆積盆に類似し

たところが存在する可能性を示

しているからである.

大陸縁辺部の海洋地球物理学

的研究は大洋の発展吏を解明

するという基礎的な研究目標に

不可欠な課題でありまた大

陸縁辺部の進化吏の解明は化

石燃料探査を深海域へと導き

1薄世界のエネノレギｰ資源のポテン

ジャリティｰを高めるものと期

待できる将来の重要匁研究課題

緊である.

(Nationa1GeographicSociety1968より)�


